
行政コストの削減、公共交通の振興、個人の評価を同時に実現

できるシステムが必要と判断、その構築と運用を事業の基礎とし、

紙(主に新聞)をテーマに、環境行動を促す商品やサービスを提供

している。

活動の質を高めながらより汎用的なシステムを構築 低コス

トで導入できる社会インフラづくりに努める。

商品、サービスの付加価値を上げ、活動資金の捻出を行う。

[福岡県]

NPO法 人 新聞環境システム研究所

地域通貨ベパと資源銀行を活用した新聞リサイクル
「歩く森」の活動
紙をもとの木へもどそう!～なるべく近くで資源化を～

新聞の重量を貯蓄し、30kg毎 に地域通資ペパ1枚(80円 割

引券)と交換できるシステム「資源銀行」を運用。ベパは地下鉄、

鉄道、パス、物産直売所等の割引券として使用できる。具体例

は、西鉄福岡駅定期券売場にて、Cカ ードnimoCaの 購入、

チヤージの際に1回に3枚まで使用可能。その後、ベパ1枚をN

POが 割引と同額の80円 で買取ることで、交通事業者の負担を

ゼロとし、企業が参加しやすい環境を構築。現在、9つの自治体

で約1.600世 帯が活動に参加。

収集した新聞を素材としたペパ鉛筆、ベパパッグ等を製品化

して販売、それらの作り方を指導する議習会等の開催と併せて

「橋」の大切さを伝える活動を実施。

任意団体ベッタ会を基盤に他のNPOと 連携して環境教育を

推進。
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理事長 サ1上 義光

平成13年11月

循環紙製品 (ペパ鉛筆 ・ベパパッグ)、同講習会、新聞リサイクル促進システム

10名

3]3万円
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